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日本人における CHAARTED と LATITUDE リスク分類の有効性についての検討．第 107 回日



本泌尿器科学会総会 2019 年 4 月 18-21 日 名古屋市（名古屋国際会議場、他） 

18. 岡本哲平、畠山真吾、 成田伸太郎、 高橋正博、 櫻井俊彦、 川村貞文、 三塚浩二、 土屋順

彦、 荒井 陽一、 羽渕友則、 大山 力：遠隔リンパ節転移はホルモン未治療転移性前立腺癌

の予後因子である． 第 107 回日本泌尿器科学会総会 2019 年 4 月 18-21 日 名古屋市（名古

屋国際会議場、他） 

19. 米山 徹、飛澤悠葵、 金子智典、 彼谷高敏、 畠山真吾、 三塚浩二、 伊藤明宏、 橋本安弘、 

須田美彦、 Wilhelmina Duivenvoorden、 Jehonathan H Pinthus、 Frank Gardiner、 大山 

力：初回生検時の血清 LacdiNAc-PSA glycoisomer 検査による Active surveillance 適格症例お

よび Clinical significant 症例の検出に関する多施設後ろ向き検討．第 107 回日本泌尿器科学会

総会 2019 年 4 月 18-21 日 名古屋市（名古屋国際会議場、他） 

20. 米山 徹、石川友一、 飛澤悠葵、 畠山真吾、 成田伸太郎、 三塚浩二、 橋本安弘、 伊藤明

宏、 羽渕友則、 伊達睦廣、 Wilhelmina Duivenvoorden、 Jehonathan H Pinthus、 大山 力：:

初回生検時の血清S2、3PSA検査によるActive surveillance適格症例およびClinical significant

症例の検出に関する多施設後ろ向き検討．第 107 回日本泌尿器科学会総会 2019 年 4 月 18-21

日 名古屋市（名古屋国際会議場、他） 

21. 沖田和貴、畠山真吾、田中俊明、池端良紀、山本勇人、米山高弘、橋本安弘、吉川和暁、川口

俊明、舛森直哉、北村 寛、大山 力：MSKCC 分類と IMDC 分類の不一致の臨床的意義につ

いて．第 107 回日本泌尿器科学会総会 2019 年 4 月 18-21 日 名古屋市（名古屋国際会議場、

他） 

22. 堀口裕貴、米山高弘、畠山真吾、得居範子、山本勇人、飛澤悠葵、米山 徹、橋本安弘、古家

琢也、吉川和暁、成田 知、川口俊明、大山 力：上部尿路上皮内癌 (CIS) に対する bacillus 

Calmette-Guerin (BCG) 療法の治療成績:根治的腎尿管全摘術 (RNU) との比較第 107 回日本

泌尿器科学会総会 2019 年 4 月 18-21 日 名古屋市（名古屋国際会議場、他） 

23. 阿南 剛、米山美穂子、 岩村大径、伊藤 淳、 海法康裕、 鈴木唯司、 佐藤 信：尿路結石

形成に関与する尿中糖鎖変異オステオポンチン(PolyLac-OPN)の同定．第 107 回日本泌尿器科

学会総会 2019 年 4 月 18-21 日 名古屋市（名古屋国際会議場、他） 

24. 阿南 剛、岩村大径、  伊藤 淳、  海法康裕、  佐藤 信：HoLEP 未経験医に対する

Anteroposterior HoLEP 3 lobe technique の有用性．第 107 回日本泌尿器科学会総会 2019 年

4 月 18-21 日 名古屋市（名古屋国際会議場、他） 

25. 三上穣太郎、岩村大径、 伊藤 淳、 阿南 剛、 海法康弘、 松下真史、 小山周樹、 佐藤 信：

前立腺癌根治照射後における晩期合併症発症の予測因子の検討．第 107 回日本泌尿器科学会総

会 2019 年 4 月 18-21 日 名古屋市（名古屋国際会議場、他） 

26. 岩村大径、伊藤 淳、 阿南 剛、海法康裕、 佐藤 信：転移性前立腺癌に対する GnRH 

antagonist 単剤治療の初期成績．第 107 回日本泌尿器科学会総会 2019 年 4 月 18-21 日 名

古屋市（名古屋国際会議場、他） 

27. 小西 栄、畠山真吾、沖田和貴、相馬 理、松本哲平、藤田尚紀、鈴木裕一朗、山本勇人、今

井 篤、米山高弘、橋本安弘、大山 力：両側精巣に多発結節を認めた 1 例．第 259 回日本泌

尿器科学会東北地方会 2019 年 4 月 27 日 山形市（山形国際ホテル） 



28. 相馬 理、畠山真吾、米山高弘、橋本安弘、大山 力：経直腸的前立腺生検後に重篤な敗血症

となった 1 例．第 259 回日本泌尿器科学会東北地方会 2019 年 4 月 27 日 山形市（山形国際

ホテル） 

29. 沖田和貴、小西 栄、松本哲平、相馬 理、藤田尚紀、鈴木裕一朗。山本勇人、今井 篤、畠

山真吾、米山高弘、橋本安弘、大山 力：前立腺前面脂肪組織内にリンパ節転移を認めた前立

腺癌の一例．第 259 回日本泌尿器科学会東北地方会 2019 年 4 月 27 日 山形市（山形国際ホ

テル） 

30. 田中壽和、岩渕郁哉、小笠原賢、川口俊明、棟方正樹：左腎静脈内に発生した平滑位筋肉腫の

一例．第 259 回日本泌尿器科学会東北地方会 2019 年 4 月 27 日 山形市（山形国際ホテル） 

31. 阿南 剛、米山 徹、畠山真吾、飛澤悠葵、米山美穂子、岩村大径、伊藤 淳、海法康裕、山

本勇人、今井 篤、米山高弘、橋本安弘、鈴木唯司、佐藤 信、大山 力：尿路結石形成に関

与する尿中糖鎖変異オステオポンチン（PolyLac-OPN）のバイオマーカーの可能性．第 92 回

日本内分泌学会学術総会 2019 年 5 月 9-11 日 仙台市（仙台国際センター） 

32. 松本哲平、村上礼一、遠藤 哲、畠山真吾、米山高弘、橋本安弘、大山 力：C 型肝炎の治療

に先行して生体腎移植を施行した HCV 抗体陽性症例．第 35 回腎移植・血管外科研究会 2019

年 5 月 17-18 日 高山市（高山市民文化会館） 

33. 米山高弘、鈴木裕一朗、山本勇人、今井 篤、畠山真吾、橋本安弘、大山 力：ロボット支援

膀胱全摘除術＋U 字回腸新膀胱造設術の成績．第 29 回骨盤外科機能温存研究会 2019 年 6 月

1 日 東京都千代田区（御茶ノ水ソラシティカンファレンスセンター） 

34. 鈴木裕一朗、小西 栄、沖田和貴、松本哲平、今井 篤、畠山真吾、米山高弘、橋本安弘、大

山 力：ハイリスク前立腺癌に対する第 29 回骨盤外科機能温存研究会 2019 年 6 月 1 日 東

京都千代田区（御茶ノ水ソラシティカンファレンスセンター） 

35. 小西 栄、米山高弘、藤田尚紀、鈴木裕一朗、山本勇人、今井 篤、畠山真吾、橋本安弘、大

山 力：回腸人工肛門を回腸導管へと利用した尿路変向術を行ったS状結腸癌膀胱浸潤の 1例．

第 29 回骨盤外科機能温存研究会 2019 年 6 月 1 日 東京都千代田区（御茶ノ水ソラシティカ

ンファレンスセンター） 

36. 米山高弘、藤田 雄、村上礼一、今井 篤、畠山真吾、橋本安弘、中村典雄、大山 力、鳴海

俊治、村上晶子、櫛方哲也、廣田和美、斎藤久夫、鈴木唯司：弘大腎移植チームによる生体腎

移植の治療成績．第 43 回青森人工透析研究会 2019 年 6 月 2 日 青森市（青森市民センター） 

37. 田中芳美、今西賢悟、岡本哲平、髙島 徹、齋藤文匡、鈴木唯司：四肢麻痺へ進行した頚椎鼓

膜外膿瘍の 1 例．第 43 回青森人工透析研究会 2019 年 6 月 2 日 青森市（青森市民センター） 

38. 齋藤久夫、久保田優花、日下 歩、村澤洋美、岡本亜希子、北原竜次、三國恒靖、鈴木唯司：

Tapering banding 法を施行した過剰血流シャントの 1 例．第 43 回青森人工透析研究会 2019

年 6 月 2 日 青森市（青森市民センター） 

39. 田中壽和、岩渕郁哉、小笠原賢、川口俊明：血液透析患者の陰茎壊死 2 症例．第 43 回青森人工

透析研究会 2019 年 6 月 2 日 青森市（青森市民センター） 

40. 米山高弘、小西 栄、相馬 理、松本哲平、鈴木裕一朗、山本勇人、今井 篤、畠山真吾、橋

本安弘、大山 力：回腸人工肛門を回腸導管へと利用した尿路変向術を行った S 状結腸癌膀胱



浸潤の 1 例．第 16 回泌尿器科再建再生研究会 2019 年 6 月 8 日 慶應義塾大学日吉キャンパ

ス（横浜市） 

41. 畠山真吾：泌尿器科癌におけるフレイル評価項目の検討及び、治療選択・予後予測ツールの開

発．第 32 回日本老年泌尿器科学会 2019 年 6 月 14-15 日 旭川市民文化会館（旭川市） 

42. 今井 篤、山本勇人、畠山真吾、米山高弘、橋本安弘、大山 力第 32 回日本老年泌尿器科学会 

2019 年 6 月 14-15 日 旭川市民文化会館（旭川市） 

43. 城戸宏一、石橋祐介、伊藤弘之、藤田尚紀、米山高弘：左副腎癌に対して腹腔鏡下副腎摘除術

を施行した 1 例． 第 50 回青森県泌尿器科研究会 2019 年 6 月 15 日 青森市（ホテル青森） 

44. 野呂大輔、堀口裕貴、百田匡毅、吉川和暁、鬼島 宏：非淡明腎細胞癌、多発肝転移に対して

Nivolumab＋Ipilimumab を施行し、肝転移の著明な縮小を認めた一例． 第 50 回青森県泌尿

器科研究会 2019 年 6 月 15 日 青森市（ホテル青森） 

45. 小島由太、及川真亮、西村祥二：アキシチニブが原因と考えられる腸管気腫症を発症した腎細

胞癌の１例． 第 50 回青森県泌尿器科研究会 2019 年 6 月 15 日 青森市（ホテル青森） 

46. 岩渕郁哉，田中壽和，小笠原賢，川口俊明、横内順一：根治切除不能な尿路上皮癌に対するペ

ムブロリズマブと放射線治療の併用経験． 第 50 回青森県泌尿器科研究会 2019 年 6 月 15 日 

青森市（ホテル青森） 

47. 細越正吾、萩原和久、高橋伸也：近位シャント術を行った虚血性持続勃起症の 1 例． 第 50 回

青森県泌尿器科研究会 2019 年 6 月 15 日 青森市（ホテル青森） 

48. 濱野逸人，畠山真吾，日下 歩，村澤洋美，岡本亜希子，北原竜次，小西 栄，久保田優花，

相馬 理，藤田尚紀，山本勇人，今井 篤，米山高弘，橋本安弘，齋藤久夫，鈴木唯司，大山 

力：献腎移植において泌尿器科摘出チームにより腎摘出を行った 1 例． 第 50 回青森県泌尿器

科研究会 2019 年 6 月 15 日 青森市（ホテル青森） 

49. 小西 栄：海外学会速報：AUA のエッセンス．第 50 回青森県泌尿器科研究会 2019 年 6 月

15 日 青森市（ホテル青森） 

50. 相馬 理：海外学会速報：EUA のエッセンス．第 50 回青森県泌尿器科研究会 2019 年 6 月

15 日 青森市（ホテル青森） 

51. 山本勇人：当科における臨床研究レビュー．第 50 回青森県泌尿器科研究会 2019 年 6 月 15 日 

青森市（ホテル青森） 

52. 山谷金光，蔦谷知佳子，齋藤久夫，鈴木唯司、畠山真吾，大山 力：血液透析患者（HDP）に

おける血中臭素濃度と生命予後について．第 64 回日本透析医学会 2019 年 6 月 28- 

53. 山本勇人、相馬 理、藤田尚紀、鈴木裕一朗、岡本哲平、畠山真吾、藤田 雄、村上礼一、米

山 徹、今井 篤、米山高弘、橋本安弘、盛 和行、富田泰史、大山 力：腎結石を有する生

体腎移植ドナーに対して結石治療とドナー腎採取術を⼀期的に施行した二例． 第 46 回東北腎

不全研究会 2019 年 7 月 13-14 日 アイーナ岩手県民情報交流センター （盛岡市） 

54. 米山高弘、藤田 雄、山本勇人、今井 篤、村上礼一、畠山真吾、齋藤久夫、中村典雄、鳴海



俊治、橋本安弘、鈴木唯司、大山 力：弘前大学腎移植チームによる生体腎移植の治療成績．

第 46 回東北腎不全研究会 2019 年 7 月 13-14 日 アイーナ岩手県民情報交流センター（盛岡

市） 

55. 濱野逸人、畠山真吾、日下 歩、村澤洋美、岡本亜希子：血液透析患者の表在性膀胱癌に対し

BCG 膀胱内注入療法を行い尿管狭窄を合併した 1 例．第 46 回東北腎不全研究会 2019 年 7 月

13-14 日 アイーナ岩手県民情報交流センター（盛岡市） 

56. 今西賢悟、齋藤文匡、髙島 徹、岩村大径、田中芳美、川口俊明：腎瘻造設を機に全⾝転移を

来し、腎盂癌が疑われた透析患者の 1 例．第 46 回東北腎不全研究会 2019 年 7 月 13-14 日 ア

イーナ岩手県民情報交流センター（盛岡市） 

57.  齋藤久夫、久保田優花、日下 歩、村澤洋美、岡本亜希子、北原竜次、三國恒靖、鈴木唯司：

Tapering banding 法を行った過剰血流シャントの 2 例．第 46 回東北腎不全研究会 2019 年 7

月 13-14 日 アイーナ岩手県民情報交流センター（盛岡市） 

58.  山谷金光、蔦屋知佳子、佐藤美紗季、齋藤久夫、畠山真吾、世良耕一郎、大山 力、

鈴木唯司：血液透析患者（HDP）における血中および毛髪中臭素濃度の変化と生

命予後について．第 46 回東北腎不全研究会 2019 年 7 月 13-14 日 アイーナ岩

手県民情報交流センター（盛岡市）  

59.  第 46 回東北腎不全研究会 2019 年 7 月 13-14 日 アイーナ岩手県民情報交流セ

ンター（盛岡市）  

60.  阿南 剛、米山 徹、野呂大輔、飛澤悠葵、畠山真吾、米山美穂子、山本勇人、

今井 篤、小羽田悠貴、三上穣太郎、伊藤 淳、海法康裕、米山高弘、橋本安弘、

佐藤 信、大山 力：オステオポンチン糖鎖変異－PolyLac-NAc オステオポンチ

ン の 結 石バ イ オ マー カ ー の可 能 性 －． 日 本 尿路 結 石 症学 会 第 29 回 学 術集会 

2019 年 8 月 30-31 日 金沢市（ANA クラウンプラザホール金沢）  

61.  岡本哲平、畠山真吾、今井 篤、米山 徹、山本勇人、米山高弘、橋本安弘、大

山 力、中路重之：尿路結石患者における腸内細菌叢の変化についての検討．日

本尿路結石症学会第 29 回学術集会 2019 年 8 月 30-31 日 金沢市（ANA クラ

ウンプラザホール金沢）  

62.  岩村大径、畠山真吾、沖田和貴、今井 篤、田中壽和、濱野逸人、藤田尚紀、飛

澤悠葵、米山 徹、山本勇人、米山高弘、橋本安弘、中路重之、鈴木唯司、大山 

力：尿路結石発症を予測するノモグラムの確立．日本尿路結石症学会第 29 回学

術集会 2019 年 8 月 30-31 日 金沢市（ANA クラウンプラザホール金沢）  

63.  濱野逸人、畠山真吾、成田伸太郎、高橋正博、櫻井俊彦、川村貞文、三塚浩二、

土谷順彦、荒井陽一、羽渕友則、大山 力：転移性去勢抵抗性前立腺癌（mCRPC）

において初期ホルモン治療に対する「PSA kinetics」は予後予測因子である．第



84 回日本泌尿器科学会東部総会 2019 年 10 月 3-6 日 東京都港区（ヒルトン東

京お台場）  

64.  沖田和貴、畠山真吾、成田伸太郎、高橋正博、櫻井俊彦、川村貞文、伊藤明宏、

土谷順彦、荒井陽一、羽渕友則、大山 力：転移を有する去勢抵抗性前立腺癌

（mCRPC）の一次治療が予後へ与える影響．第 84 回日本泌尿器科学会東部総会 

2019 年 10 月 3-6 日 東京都港区（ヒルトン東京お台場）  

65.  堀口裕貴、畠山真吾、山本勇人、今井 篤、米山高弘、橋本安弘、大山 力：術

前化補助学療法（NAC）後の Complete response（CR）は膀胱温存療法の適応

か？  第 84 回日本泌尿器科学会東部総会 2019 年 10 月 3-6 日 東京都港区（ヒ

ルトン東京お台場）  

66.  今井 篤、山本勇人、畠山真吾、米山高弘、橋本安弘、大山 力：一般住民健診

における、高齢女性の過活動膀胱と、抗酸化物質との関連について（岩木町健康

増進プロジェクトにおける調査）．第 84 回日本泌尿器科学会東部総会 2019 年

10 月 3-6 日 東京都港区（ヒルトン東京お台場）  

67.  岡本哲平、田中芳美、今西賢悟、畠山真吾、齋藤文匡、鈴木唯司、大山 力：プ

ロトンポンプ阻害剤は血液透析患者の腹部大動脈石灰化進行の独立因子である．

第 84 回日本泌尿器科学会東部総会 2019 年 10 月 3-6 日 東京都港区（ヒルト

ン東京お台場）  

68.  得居範子、沖田和貴、畠山真吾、田中俊明、米山高弘、橋本安弘、舛森直哉、北

村 寛、大山 力： MSKCC 分類と IMDC 分類の不一致の臨床的検討．第 84

回日本泌尿器科学会東部総会 2019 年 10 月 3-6 日 東京都港区（ヒルトン東京

お台場）  

69.  岡本  哲平、畠山真吾 ,  成田伸太郎 ,  高橋正博 ,  櫻井俊彦 ,  川村貞文 ,  三塚浩二 ,  

土屋順彦 ,  荒井陽一 ,  羽渕友則 ,  大山  力：診断時の低栄養はホルモン未治療転移

性前立腺癌の予後因子である（多施設共同研究）．第 57 回日本癌治療学会学術集

会 2019 年 10 月 24-26 日 福岡市（福岡国際会議場）  

70.  濱野逸人、畠山真吾 ,  成田伸太郎 ,  高橋正博 ,  櫻井俊彦 ,  川村貞文 ,  星  宣次 ,  川

口俊明 ,  石戸谷滋人 ,  下田次郎 ,  三塚浩二 ,  土谷順彦 ,  荒井陽一 ,  羽渕友則 ,  大

山  力：初期ホルモン治療における「PSA kinetics」は去勢抵抗性前立腺癌の予

後を予測する．第 57 回日本癌治療学会学術集会 2019 年 10 月 24-26 日 福岡

市（福岡国際会議場）  

71.  岩村大径、畠山真吾 ,  成田伸太郎 ,  櫻井俊彦 ,  川村貞文 ,  星  宣次 ,  三塚浩二 ,  荒

井陽一 ,  伊藤明宏 ,  土  順彦 ,  羽渕友則 ,  大山  力：新規 AR 受容体シグナル阻害

薬は転移性去勢抵抗性前立腺癌の予後を改善したか ? 第 57 回日本癌治療学会学

術集会 2019 年 10 月 24-26 日 福岡市（福岡国際会議場）  

72.  小西  栄、畠山真吾 ,  沼  一幸 ,  成田伸太郎 ,  井上高光 ,  齋藤  満 ,  得居範子 ,  山本  

勇 人 ,  米 山 高 弘 ,  橋 本 安 弘 ,  吉 川 和 暁 ,  成 田  智 ,  川 口 俊 明 ,  羽 渕 友 則 ,  大 山  

力：第一選択アキシチニブで治療した転移性腎細胞癌患者における IMDC 予後モ



デルの検証．第 57 回日本癌治療学会学術集会 2019 年 10 月 24-26 日 福岡市

（福岡国際会議場）  

73.  山本  勇人、沖田和貴 ,  畠山真吾 ,  川村貞文 ,  星  誠二 ,  下田次郎 ,  川口俊明 ,  石

戸谷滋人 ,  三塚浩二 ,  栃木達夫 ,  土屋順彦 ,  荒井陽一 ,  羽渕友則 ,  大山  力：転移

性去勢抵抗性前立腺癌に対する各種逐次療法における予後の検討．第 57 回日本

癌治療学会学術集会 2019 年 10 月 24-26 日 福岡市（福岡国際会議場）  

74.  小玉寛健、畠山真吾 ,  星  宣次 ,  川口俊明 ,  石戸谷滋人 ,  下田次郎 ,  三塚浩二 ,  土

谷順彦 ,  荒井陽一 ,  羽渕友則 ,  大山  力：ホルモン感受性転移性前立腺癌における

治療抵抗性時の PSA 低値は予後不良因子である．第 57 回日本癌治療学会学術集

会 2019 年 10 月 24-26 日 福岡市（福岡国際会議場）  

75.  成田伸太郎、野村恭子 ,  畠山真吾 ,  髙橋正博 ,  櫻井俊彦 ,  川村貞文 ,  星  宣次 ,  石

田雅宣 ,  佐藤博美 ,  三塚浩二、土谷順彦 ,  大山  力 ,  荒井陽一 ,  長島健悟 ,  羽渕友

則：本邦初診時転移性前立腺癌における Conditional Net Survival．第 57 回日

本癌治療学会学術集会 2019 年 10 月 24-26 日 福岡市（福岡国際会議場）  

76.  久保田  優花、畠山真吾 ,  村澤洋美 ,  山本勇人 ,  今井  篤 ,  米山高弘 ,  橋本安弘 ,  

大山  力：筋層浸潤性膀胱癌に対する術前化学療法が再発後の化学療法反応性に

与える影響について．第 57 回日本癌治療学会学術集会 2019 年 10 月 24-26 日 

福岡市（福岡国際会議場）  

77.  鈴木裕一朗、岡本哲平、山本勇人、今井 篤、畠山真吾、米山高弘、橋本安弘、

大山 力：当科におけるニボルマブとイピリムマブの使用経験．日本泌尿器腫瘍

学会第 5 回学術集会 2019 年 10 月 26-27 日 福岡市（ JR 九州ホール）  

78.  米山高弘、岡本哲平、鈴木裕一朗、山本勇人、今井 篤、畠山真吾、橋本安弘、

大山 力：遠隔転移を有する前立腺癌に対する局所療法の成績．日本泌尿器腫瘍

学会第 5 回学術集会 2019 年 10 月 26-27 日 福岡市（ JR 九州ホール）  

79.  百田匡毅、畠山真吾、山本勇人、飛澤悠葵、米山 徹、米山高弘、橋本安弘、成

田 知、川口俊明、大山 力：術前の慢性腎臓病は、筋層浸潤膀胱癌・上部尿路

上皮癌患者の予後不良因子である．日本泌尿器腫瘍学会第 5 回学術集会 2019

年 10 月 26-27 日 福岡市（ JR 九州ホール）  

80.  久保田優花、畠山真吾、米山高弘、橋本安弘、伊藤弘之、吉川和暁、佐々木淳、

川口俊明、大山 力：局所進行性上部尿路癌に対する術前補助化学療法の有効性

についての検討：多施設共同後ろ向き研究．日本泌尿器腫瘍学会第 5 回学術集会 

2019 年 10 月 26-27 日 福岡市（ JR 九州ホール）  

81.  岩村大径、海法康裕、伊藤 淳、阿南 剛、三上穣太郎、小羽田悠貴、佐藤 信：

ホルモン未治療転移性前立腺癌における全身 MRI（DWIBS）の有用性：前向き

研究． 日本泌尿器腫瘍学会第 5 回学術集会 2019 年 10 月 26-27 日 福岡市（ JR

九州ホール）  

82.  濱野逸人、畠山真吾、米山 徹、鈴木裕一朗、山本勇人、今井 篤、米山高弘、

橋本安弘、大山 力：Cell-free DNA（ cfDNA）を測定した去勢抵抗性前立腺癌



（CRPC）の 1 例．第 260 回日本泌尿器科学会東北地方会 11 月 9 日 仙台市（東

北医科薬科大学教育研究棟）  

83.  久保田優花、濱野逸人、米山 徹、山本勇人、今井 篤、畠山真吾、米山高弘、

橋本安弘、大山 力：難治性間質性膀胱炎・膀胱痛症候群患者の１例．第 260 回

日本泌尿器科学会東北地方会 11 月 9 日 仙台市（東北医科薬科大学教育研究棟） 

84.  小西 栄、堀口裕貴、百田匡毅、鈴木裕一朗、山本勇人、今井 篤、畠山真吾、

米山高弘、橋本安弘、大山 力：神経線維腫症 I 型に合併した膀胱蔓状神経線維

腫の１例．第 260 回日本泌尿器科学会東北地方会 11 月 9 日 仙台市（東北医

科薬科大学教育研究棟）  

85.  鈴木  裕一朗、松本哲平 ,  相馬  理 ,  岡本哲平 ,  山本勇人 ,  今井  篤 ,  畠山真吾 ,  米

山高弘 ,  橋本安弘 ,  大山  力：マージナルドナーにおける生体腎移植ドナー腎採取

術の比較検討． 第 33 回日本泌尿器科内視鏡学会総会 2019 年 11 月 21-23 日 京

都市（国立京都国際会館）  

86.  畠山真吾、山本勇人 ,  田中壽和 ,  萩原和久 ,  得居範子 ,  及川真亮 ,  藤田尚紀 ,  米山  

高弘 ,  橋本安弘 ,  大山  力：当院におけるロボット支援腎部分切除の治療成績：開

放手術との比較．第 33 回日本泌尿器科内視鏡学会総会 2019 年 11 月 21-23 日 

京都市（国立京都国際会館）  

87.  米山  高弘、小西  栄 ,  久保田優花 ,  岡本哲平 ,  鈴木裕一朗 ,  山本勇人 ,  今井  篤 ,  

畠山真吾 ,  橋本安弘 ,  大山  力：高リスク前立腺癌に対する術前内分泌化学療法後

のロボット支援前立腺全摘術の治療成績．第 33 回日本泌尿器科内視鏡学会総会 

2019 年 11 月 21-23 日 京都市（国立京都国際会館）  

88.  濱野逸人、畠山真吾 ,  日下  歩 ,  村澤洋美 ,  岡本亜希子 ,  北原竜次 ,  齋藤久夫 ,  鈴

木唯司 ,  大山  力：BCG 膀胱内注入療法後に尿管狭窄を発症した血液透析患者の

1 例．第 33 回日本泌尿器科内視鏡学会総会 2019 年 11 月 21-23 日 京都市（国

立京都国際会館）  

89.  久保田優花、山本勇人、畠山真吾、米山高弘、橋本安弘、大山 力：神経因性膀

胱炎と乳児ネフロン癆による慢性腎不全の一例．第 41 回日本小児不全学会学術

集会 2019 年 11 月 28-29 日 高知県（三翠園）  

90.  田中壽和、岩渕郁哉、小笠原賢、川口俊明、北 薫、佐藤裕太、岩村暢寿、澁谷

剛一：救命しえた腎動脈瘤破裂の１例．第 51 回青森県泌尿器科研究会 2019 年

11 月 30 日 青森市（ラ・プラス青い森）  

91.  石橋祐介、城戸宏一、伊藤弘之：慢性腎不全を呈した好酸球性膀胱炎の１例．第

51 回青森県泌尿器科研究会 2019 年 11 月 30 日 青森市（ラ・プラス青い森） 

92.  小玉寛健、畠山真吾、藤田尚紀、大山 力：EORTC risk table のバリデーショ

ンと修正スコアでのリスク分類．第 51 回青森県泌尿器科研究会 2019 年 11 月

30 日 青森市（ラ・プラス青い森）  

93.  福士 謙、美濃真成：三沢市立病院におけるロボット前立腺全摘除術の報告．第



51 回青森県泌尿器科研究会 2019 年 11 月 30 日 青森市（ラ・プラス青い森） 

94.  山本勇人：当科臨床研究アップデート．第 51 回青森県泌尿器科研究会 2019 年

11 月 30 日 青森市（ラ・プラス青い森）  

95.  Yoneyama T, Yoneyama M,Tobisawa Y, Hatakeyama S, Ishikawa T, Kaneko T,  

Kaya T, Mitsuzuka K, Ito A, Duivenvoorden W, J. H. Pinthus, Hashimoto Y,  

Ohyama C ： Histopathologic, enzymatic background for biosynthesis of 

aberrant glycosylated prostate-specific antigen and its clinical significance.  

第 1 回弘前メディカルサイエンスフォーラム 2019 年 11 月 30 日 弘前市（弘

前大学大学院医学研究科 健康未来イノベーションセンター）  

96.  畠山真吾、米山 徹、小西 栄、濱野逸人、岡本哲平、岡本哲平、山本勇人、米

山高弘、橋本安弘、大山 力：去勢抵抗性前立腺癌における cell-free DNA の

AR amplification についての検討．第 4 回 Liquid Biopsy 研究会 2020 年 1 月

17-18 日 東京都新宿区（京王プラザホテル）  

97.  米山 徹、松本哲平、米山美穂子、山本勇人、畠山真吾、今井 篤、米山高弘、

橋本安弘、大山 力：尿中細胞遺伝子プロファイリングによる非侵襲的膀胱癌診

断法に関する基礎検討．第 4 回 Liquid Biopsy 研究会 2020 年 1 月 17-18 日 東

京都新宿区（京王プラザホテル）  

98.  盛 和行、村上礼一、藤田 雄、山本勇人、今井 篤、畠山真吾、橋本安弘、米

山高弘、大山 力：弘前大学病院における抗 HLA 抗体スクリーニング検査の現

状．第 53 回日本臨床腎移植学会 2020 年 2 月 19-21 日 東京都港区（浜松町コ

ンベンションホール）  

99.  濱野逸人、畠山真吾、山本勇人、今井 篤、米山高弘、橋本安弘、大山 力：医

学生が臓器提供に対して持つ意識についてのアンケート調査． 第 53 回日本臨床

腎移植学会 2020 年 2 月 19-21 日 東京都港区（浜松町コンベンションホール）  

100.  村上礼一、当施設における生体腎移植の移植腎生着率および患者生存率．第

53 回日本臨床腎移植学会 2020 年 2 月 19-21 日 東京都港区（浜松町コンベン

ションホール）  

 
 

研究会  
1. 畠山真吾：我々は何を信じれば良いのか？ mHSPC 臨床医試験のウソ・ホント？ Michinoku 

Next Generation Meeting for Prostate Cncer.  2019 年 5 月 18 日 仙台市（TKC ガーデンシ

ティ PREMIUM 仙台西口） 

2. 田中芳美：当院におけるカルニチン測定の現状．青森市透析療法フォーラム 2019 2019 年 6

月 18 日 青森市（ホテルクラウンパレス） 

3. 米山高弘：ニボルマブ・イピリムマブの使用経験．第 6 回ニボルマブ適正使用に向けた院内意

見交換会．2019 年 6 月 12 日 弘前市（弘前大学医学部附属病院 臨床大講義室） 



4. 畠山真吾：2019 年 ASCO-GU,EAU,AUA 報告（前立腺癌）．青い森泌尿器科セミナー2019 2019

年 6 月 25 日 弘前市（アートホテル弘前シティ） 

5. 橋本安弘：当科における前立腺癌の臨床研究の総括．青い森泌尿器科セミナー2019 2019 年 6

月 25 日 弘前市（アートホテル弘前シティ） 

6. 畠山真吾：当科の前立腺癌の治療成績．青森ラジウム治療フォーラム 2019 年 7 月 4 日 弘前

市（アートホテル弘前シティ） 

7. 畠山真吾：みちのく Study から読み解く進行性前立腺癌の治療戦略．Janssenn Web セミナー 

2019 年 8 月 1 日 東京都  

8. 鈴木裕一朗：腎結石を合併するドナーに対して砕石とドナー腎再手術を一時的に施行した 2例． 

第 11 回北東北腎移植勉強会 2019 年 8 月 24 日 盛岡市（ホテルメトロポリタン盛岡ニューウ

イング）  

9. 畠山真吾：Real world experience of I-O drug combination treatment. The New Era of I-O 

drug combination treatment –Stand Up To Cancer－ 2019 年 11 月 28 日 弘前市（アートホ

テル弘前シティ） 

10. 畠山真吾：高齢者の排尿障害の実態～岩木町プロジェクトからみえるもの～．ベオーバ錠 Web

講演会 2019 年 11 月 29 日 弘前市（アートホテル弘前シティ） 

11. 岡本哲平：血液透析患者の低栄養と血管石灰化．2019 年 12 月 9 日 ビートル Web 講演会  

12. 岩村大径：ESA 抵抗性腎性貧血におけるロキサデュスタットの有用性．青森腎性貧血治療セミ

ナー 2020 年 1 月 23 日 青森市（ホテルクラウンパレス青森） 

13. 萩原和久：EPA 法による尿道再建を行った騎乗型球部尿道損傷の 2 例．第 16 回青森県排尿障

害研究会 2020 年 2 月 4 日 青森市（ホテルクラウンパレス青森） 

 
 

特別講演、等  

 
＊  国内  
1.  大山 力（ JUA/EAU-3）：Treatment of oligometastatic prostate cancer - with 

experience in Japan-．  第 107 回日本泌尿器科学会総会 2019 年 4 月 18-21 日 

名古屋市（名古屋国際会議場、他）  

2.  大山 力（ランチョンセミナー 16）：Neoadjuvant+RARC+ICUD：MIBC の新し

い治療戦略．第 107 回日本泌尿器科学会総会 2019 年 4 月 18-21 日 名古屋市

（名古屋国際会議場、他）  

3.  米山高弘（シンポジウム 8）：体腔内 U 字回腸新膀胱造設術の有用性．第 107 回

日本泌尿器科学会総会 2019 年 4 月 18-21 日 名古屋市（名古屋国際会議場、

他）  

4.  大山 力（特別講演）：腎泌尿器外科手術の進歩とロボット手術．第 57 回日本口

腔科学会北日本地方部会／第 45 回日本口腔外科学会北日本支部学術集会 2019

年 5 月 18-19 日 ホテルニューキャッスル（弘前市）  



5.  大山 力（シンポジウム 3）：ネオアジュバント療法併用ロボット支援前立

腺全摘除術．第 84 回日本泌尿器科学会東部総会 2019 年 10 月 3-6 日 東

京都港区（ヒルトン東京お台場）  
6.  米山高弘（パネルディスカッション 4）：ロボット支援膀胱全摘除術  

RARC 後の尿路変向術：現状と課題―回腸新膀胱の成績―．第 84 回日本

泌尿器科学会東部総会 2019 年 10 月 3-6 日 東京都港区（ヒルトン東京

お台場）  
7.  畠山真吾（NCD 企画）：NCD 運営委員会報告～NCD の現状と今後の展望．

第 84 回日本泌尿器科学会東部総会 2019 年 10 月 3-6 日 東京都港区（ヒ

ルトン東京お台場）  
8.  米山高弘（シンポジウム ―三方よしの術式標準化―  1）：RARC と回腸を

利用した尿路変向術．第 33 回日本泌尿器科内視鏡学会総会 2019 年 11 月

21-23 日 京都市（国立京都国際会館）  
9.  大山 力（教育講演）：リサーチマインドは臨床医必須のアミノ酸． 2019

年 11 月 30 日 第 1 回弘前メディカルサイエンスフォーラム 弘前市（弘

前大学大学院医学研究科 健康未来イノベーションセンター）  

 
 

研究会  
1.  大山 力： 2019 年度版 弘前大学前立腺癌治療指針．青い森泌尿器科セミナー

2019 2019 年 6 月 25 日 弘前市（アートホテル弘前シティ）  

2.  大山 力：前立腺薬物療法の update. 気仙泌尿器 Forum 2019 年７月 11 日 大

船渡市（大船渡プラザホテル）  

3.  大山 力：尿路上皮癌における今後の治療戦略‐免疫チェックポイント阻害剤の

役割‐．  岐阜泌尿器フォーラム 2019 年 7 月 16 日 岐阜市（岐阜グランドホ

テル）  

4.  大山 力：腎細胞がんに対する薬物療法． RCC Immuno-Oncology Seminar in 

Bunkyo  2019 年 7 月 17 日 東京都千代田区（庭のホテル）  

5.  畠山真吾：泌尿器癌における診断・治療戦略のパラダイムシフト～腎細胞癌を中

心に～．Hokkaido RCC Conference 2019 年 12 月 5 日 札幌市（メルキュール

ホテル札幌）  

             

 



 
座長、等  
・ 大山 力：  

 

＊  国際  
1.  12th Triennial Meeting German-Janapenese Confederation of Urology 2019 年

6 月 4-9 日（弘前市）  

  Session 2 

  Hatakeyama S：ABO-blood type incompatible kidney transplantation; 

why should we do this? 他 4 題  

2.  3rd Asian Urological Oncology Forum & 12th Annual Meeting of Taiwan 

Urological Oncology Association 2020 年 1 月 3-4 日（台湾）  

  Prostate Cancer Section-1 

  Ji Youl Lee：Pecent Update of nmCPRC．他 4 題  

 
 
＊  国内  
1. 第 107 回日本泌尿器科学会総会 2019 年 4 月 18-21 日 名古屋市（名古屋国際会議場、他） 

① シンポジウム 8 ロボット支援膀胱全摘除術 

 深谷孝介：ロボット支援膀胱全摘術+腔内尿路変向の手順とメリット．他 3 題 

② JUA/EAU Joint Symposium 

 Alcaraz Antonio：Update of renal cell carcinoma surgery in 2018．他 3 題 

2. 第 35 回腎移植・血管外科研究会 2019 年 5 月 17-18 日 高山市（高山市民文化会館） 

 ビデオセッション 

 篠田和伸：UPJ 狭窄のある単腎の腎動脈瘤に対し、後腹膜鏡下腎摘、腎動脈瘤切除、

腎結石砕石、腎盂尿管形成、自家腎移植を施行した症例．他 6 題 

3. 第 43 回青森人工透析研究会 2019 年 6 月 2 日 青森市（青森市民センター） 

 特別講演 2 

 小笠原賢：発災時に透析施設が一般の災害医療体制と連携するための課題． 

4. 第 44 回日本外科系連合学会学術集会 2019 年 6 月 20 日 ホテル金沢（金沢市） 

 ビデオシンポジウム 2 

 白木良一：泌尿器科領域におけるロボット支援手術．他 6 題  

5. 第 46 回東北腎不全研究会 2019 年 7 月 13-14 日 アイーナ岩手県民情報交流センター（盛岡

市） 

 イブニングセミナー1 

 谷口正智：CKD-MBD と貧血・心不全との関連． 

6. 第 84 回日本泌尿器科学会東部総会 2019 年 10 月 3-6 日 東京都港区（ヒルトン東京お台場） 

① パネルディスカッション 4 ロボット支援膀胱全摘除術 



 米山高弘：RARC 後の尿路変向術：現状と課題―回腸新膀胱の成績―．他 3 題 

② イブニングセミナー1 複合癌免疫療法がもたらした転移性腎細胞がん薬物治療のパラダ

イムシフト～臨床経験を踏まえて～ 

 城武 卓：超・臨床医目線腫瘍免疫から考える転移性腎細胞癌の治療戦略．他 1 題 

7. 第 57 回日本癌治療学会学術集会 2019 年 10 月 24-26 日 福岡市（福岡国際会議場） 

 一般口演 33  泌尿器 診断・内分泌 

 濱野逸人：初期ホルモン治療における「PSA kinetics」は去勢抵抗性前立腺癌の予後を

予測する．他 5 題 

8. 日本泌尿器腫瘍学会第 5 回学術集会 2019 年 10 月 26-27 日 福岡市（JR 九州ホール） 

 Urothelial Cancer アップデートセミナー 尿路上皮癌に対するペムブロリズマブのリア

ルワールドデータ 

 西山 博之：ペムブロリズマブ使用成績調査中間報告からみた有害事象とその対策 

    Safety profiles of pembrolizumab monotherapy in unresectable urothelial cancer :   

Interim analysis of the post-marketing surveillance in Japan ．他 1 題 

9. 第 33 回日本泌尿器内視鏡学会総会 2019 年 11 月 22 日  

① ランチョンセミナー3 

 槙山和秀：ダビンチを最適化するためのエキスパートの手技/工夫． 

② シンポジウム ―三方よしの術式標準化― 1 ロボット支援腹腔鏡下膀胱全摘術（RARC）

の標準化 

 岩本秀人：国内の RARC 実施状況と当科の成績(リンパ節郭清の範囲は？) 他 4 題 

10. 第 51 回青森県泌尿器科研究会 2019 年 11 月 30 日 青森市（ラ・プラス青い森） 

 特別講演 

 深水 圭：腎臓病治療の現状と今後～難治性高血圧治療も含めて～. 

11. 第 32 回日本内視鏡外科学会総会 2019 年 12 月 6 日 横浜市（パシフィコ横浜） 

 シンポジウム 11 ロボット支援膀胱全摘除術～ICUD vs. ECUD～ 

 Monish Aron：Robotic Radical Cystectomy and Intracorporeal DiversionUSC 

Institute of Urology, University of Southern California, Los Angeles, USA 他 6 題  

12. Tohoku RCC Medical Symposium  2019 年 12 月 7 日  盛岡市（いわて県民情報交流センター

アイーナ） 

 講演Ⅱ 

 小山政史：腎癌薬物療法の AE マネジメントに対する院内連携． 

13. 第 11 回泌尿器抗加齢医学研究会 2019 年 12 月 8 日 東京都中央区（日本橋ライフサイエンス

ハブ） 

 セッション４ 遺伝子とアンチエイジング 

 堀江 重郎：アンチエイジングゲノム 他 2 題 

14. 第 4 回 Liquid Biopsy 研究会 2020 年 1 月 17-18 日 東京都新宿区（京王プラザホテル） 

 シンポジウム 4 

 直江道夫：CTC の同定法について．他 4 題 



 

 

＊ 研究会 
1. 青森市透析療法フォーラム 2019 2019 年 6 月 18 日 青森市（ホテルクラウンパレス） 

 特別講演 

 阿部雅紀：透析患者にカルニチン補充療法は必要か？ 

2. 青森ラジウム治療フォーラム 2019 年 7 月 4 日 弘前市（アートホテル弘前シティ） 

 特別講演 

 三好康秀：前立腺癌の治療戦略． 

3. ウイルス肝炎学術講演会～透析・CKD の治療について～ 2019 年 7 月 18 日 八戸市（八戸パ

ークホテル） 

 一般講演 

 遠藤 哲：ウイルス性肝炎の診断と治療について． 

4. CKD-MBD を考える会 in Hirosaki  2019 年 7 月 30 日 弘前市（アートホテル弘前市シティ） 

 特別講演 

 風間順一郎：新しい時代を迎える二次性副甲状腺機能亢進症治療． 

5. The New Era of I-O drug combination treatment –Stand Up To Cancer－ 2019 年 11 月 28

日 弘前市（アートホテル弘前シティ） 

 セッション 1 

 畠山真吾：Real world experience of I-O drug combination treatment. 

6. Tohoku RCC Medical Symposium 2019 年 12 月 7 日 盛岡市（アイーナいわて県民情報交流

センター） 

 講演 1 

 加藤智幸：腎癌診療ガイドライン Update と RCC 最新の知見． 

7. Renal Transplant Conference in Hirosaki  12 月 26 日 弘前市（アートホテル弘前シティ） 

 Lecture 2 

 鳴海俊治：名古屋第二赤十字病院におけるエベロリムスの使用経験． 

8. 青森腎性貧血治療セミナー 2020 年 1 月 23 日 青森市（ホテルクラウンパレス青森） 

 一般講演 

 岩村大径：ESA 抵抗性腎性貧血におけるロキサデュスタットの有用性． 

 

5. 第 16 回青森県排尿障害研究会 2020 年 2 月 4 日 青森市（ホテルクラウンパレス青森） 

① 一般講演 

 萩原和久：EPA 法による尿道再建を行った騎乗型球部尿道損傷の 2 例． 

② 特別講演 

 橘田岳也：過活動膀胱のメカニズムは、どこまで解明されているのか？ 

6. Aomori Urolgy Cancer Seminar (AUCS) 2020 年 2 月 6 日 青森市（ホテル青森） 

 特別講演 



 田畑健一：前立腺がんの薬物療法と FN マネジメント． 

 
 

   

 橋本安弘 

1. 第 259 回日本泌尿器科学会東北地方会 2019 年 4 月 27 日 山形市（山形国際ホテル） 

 一般演題「膀胱」 

 山室 拓：透析患者に発生した膀胱癌の 2 例．他 3 題 

2. 第 35 回腎移植・血管外科研究会 2019 年 5 月 17-18 日 高山市（高山市民文化会館） 

 一般演題 10 生体腎ドナー2 

 福原宏樹：生体腎移植における術後腎機能改善に関わる因子の男女別の検討．他 3 題 

3. Aomori Urolgy Cancer Seminar (AUCS) 2020 年 2 月 6 日 青森市（ホテル青森） 

 ディスカッションの部 

 山本勇人、伊藤弘之、成田拓磨、佐藤天童：CPRC 治療における化学療法と支持療法

について． 

 

 

  畠山真吾  

1.  第 107 回日本泌尿器科学会総会 2019 年 4 月 18-21 日 名古屋市（名古屋国際

会議場、他）  

  一般ポスター ロボット支援手術 /膀胱腫瘍  1 (臨床的検討 ) 

 得居範子：ロボット支援下根治的膀胱全摘徐術 (RARC) と開腹下根治的膀胱全摘除術 

(ORC) の比較:術後侵襲が大きいのはどちらの術式か? 他 6 題 

 

 岩村大径 
1. 第 43 回青森人工透析研究会 2019 年 6 月 2 日 青森市（青森市民センター） 

 一般演題Ⅳ 

 田中芳美、今西賢悟、岡本哲平、髙島 徹、齋藤文匡、鈴木唯司：四肢麻痺へ進行した頚

椎鼓膜外膿瘍の 1 例．他 4 題 

 

 



社会貢献  
1.  2019 年度青森腎臓バンクセミナー 2019 年 6 月 1 日 青森市（アスパム）  

  大山 力：腎臓を大切にして健康長寿を実現しよう．  

2.  腎不全医療入門（ 2019 年度青森腎臓バンクセミナー） 2019 年 7 月 30 日弘前

市（弘前大学大学院保健学研究科 E 棟）  

  大山 力：青森県の腎移植と弘大病院の役割．  

  畠山真吾：腎移植の実際．  

3.  第 13 回弘大病院がん診療市民公開講座 2019 年 12 月 1 日 弘前市（弘前市民

会館）  

  大山 力：知って得する前立腺がんの話．  

4.  青森県腎臓バンク＆平内町婦人会セミナー 2020 年 2 月 2 日 青森市（浅虫温

泉椿館）  

  大山 力：腎臓を大切にして健康長寿を実現しましょう～腎不全とその治

療～．  

 

 

 

 

 


